
今年度研修の特色

主11版文化財センターが自治体l隊員に対して行う研修

は、 一般研修、 専門研修、特別研修の 3本立てからなる。

一般研修は発掘経験が十分でないl悦μを対象とするもの

で、 今3年|ド~)皮主は 5.6 月に繰り上.げて行つ たo .¥!取)ji.fll門門11吋吋引IJ.引i十刊l研1

別J抗研iり冴}庁f~修多は、経験や笑~~'!がある峨貝に対し行う高度な、あ

るいは新分野に|刻する研修である。

研修おIiの改修工事が遅れたこともあり、 本年は課税数

を減らし14訓l租を組んだ。追跡iJllJ1t、傑査課税を休み、

新たに生産遺跡調ヨモ・遺跡地図情報・近|止域郭訓資制松

を設けた。

もとは希望者が多く定併だった追跡社I!Jlll、探査謀本1¥を

休11ニした政由は、応募者-の減少である。その背iitには、

追跡の測量や探査を専門企業に外注するところが討すえた

ことがある。それ自体は飲迎すべきであるが、ともに野

外実習があり、ことにiJliJlllは日中に!屋外でilliJ-l，l:、夜に梨11

かな;ì l'~~: とい った厳しさが評判だっ た。 JX主しさが 「若者j

に倣泌されたとすると、 喜んでばかりもいられない。

これと表衰の現象が一般研修であった。例年より約 2

月繰り上げたこともあって、 社会人経験が2月、あるい

はl年少々の研修生が定員30名の半数をしめた。学生気

分が抜けない彼らには受け身の態度が強く、 |昨作年よりl時時

H川lH削H数をI均白やした実iJ訓訓測JI州川I!J実習ですら、製求が厳しく H寺/IIJが足

りない、と感想文にあった。

|時 IIU、すなわち勤務II~~問内に終るようにすべきだ、と

いうことであろう。担当者としては、受前者ーが地元での

発姉!に困らない最低限の技術を、 i浪られた11寺聞で身に活

けてもらうために苦慮したのだが。

「夜なべしでもやるJは、時代遅れの死訴である。こ

れカか、らは趨新々 人去類HのH

新たに力加11えた特特1別{抗砂研i)川j庁f修lはま、 おおむね好評であった。ま

た、 目的を持った研修生が多いため、 一般研修のような

ことは少なかった。生産:i!Hdl;剖査訓l程では台風7号にか

ちあい、朱雀門に切り 替えた現地見学:でも、門の北のプ

レハブに閉じこめられること 2時間半。秘義内容は忘れ

でも、その時の拳のi:ri風が研修の記憶として、残ること

であろう。 (金子俗之)
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